
○岡田議長 次に、大下議員。

〔大下議員質問席へ〕

○大 下議 員 会 派信 風 の大下 哲治 でご ざいま す。 令和７ 年３ 月議

会に 当た り、大 要２ 点 、教職 員の 人手 不足対 策に ついて 、フ ッ化

物洗 口に ついて 質問 を いたし ます ので 、当局 の明 確な答 弁を よろ

しくお願いいたします。

ま ず、 教職員 の人 手 不足対 策に おい て、教 職員 の働き 方に 関す

る調 査に ついて お聞 き いたし ます 。２ ０２４ 年に 日本教 職員 組合

が行 った 学校現 場の 働 き方改 革に 関す る意識 調査 による と、 平日、

休日 の在 校等時 間と 平 日、休 日の 自宅 仕事時 間を 足した １週 間の

労働 時間 は平均 で１ 週 間当た り６ ０時 間５４ 分で 、所定 労働 時間

３８ 時間 ４５分 を２ ２ 時間９ 分上 回り 、一月 に換 算しま すと ８８

時間 ３６ 分で、 過労 死 ライン の８ ０時 間を超 える 状況と なっ てい

ます 。平 日、自 宅で 仕 事をし た人 は６ ２％、 平均 ４３分 で、 休日

では ６１ ％、平 均１ 時 間１１ 分と なっ ており 、ど ちらも ６割 程度

の人 が自 宅で仕 事を し ている 実態 にあ ります 。そ こで、 ここ ３年

間に おけ る在校 等時 間 が月平 均４ ５時 間以上 の教 職員の 数の 推移

と、 本市 におけ る業 務 を自宅 に持 ち帰 るいわ ゆる 持ち帰 り仕 事を

行った教職員の現状調査は行っているのか伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ま ず、 教職員 の在 校等時 間、 月平

均４ ５時 間以上 の３ 年 間の推 移に つい てお答 えさ せてい ただ きま

す。 まず 、在校 等時 間 が月平 均４ ５時 間以上 の教 職員数 につ きま

して は、 勤怠管 理シ ス テムで 毎月 の状 況を把 握し ている とこ ろで

ござ いま して、 まず 令 和３年 度は 小学 校が２ ７人 、中学 校が １６



人、 令和 ４年度 は小 学 校が３ ０人 、中 学校が ４０ 人、そ れか ら令

和５ 年度 は小学 校が ３ １人、 中学 校が ３９人 で、 ほぼ横 ばい の状

況でございます。

続 きま して、 持ち 帰 り仕事 を行 った 教職員 の現 状を把 握し てる

かど うか といっ たよ う な御質 問に つい てでご ざい ますが 、一 部の

業務 を自 宅へ持 ち帰 る 、いわ ゆる 持ち 帰り仕 事の 時間は 、勤 怠管

理シ ステ ムの中 で在 校 等時間 等と 併せ て把握 して いると ころ でご

ざい ます 。しか しな が ら、例 えば 教材 研究な どは 学校で 行う か、

自宅 に持 ち帰っ て行 う か、教 職員 それ ぞれの 考え 方によ り判 断し

て行 って いるた め、 持 ち帰り 仕事 の詳 細な内 容に ついて まで は把

握してないところでございます。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 令 和３ 年 度から ５年 度に 在校等 時間 が月平 均４ ５時

間以 上の 教職員 数を 見 ますと 、中 学校 におい ては 、令和 ５年 度は

コロ ナの 影響か ら減 っ たもの の、 小学 校にお いて は大き な変 化が

見られないことが分かりました。

ま た、 比較対 象が 労 働時間 数と 教職 員数で 異な るため 、正 確な

分析 はで きませ んが 、 教職員 組合 が行 った調 査結 果では 、一 月の

就労 時間 は８８ 時間 で あるの に対 し、 市内の 小中 学校の 教職 員の

合計 1,０ ７ ８ 人 の 中 で 、 月 平 均 ４ ５ 時 間 以 上 の教 職員の 数が 占め

る割 合は ３％か ら４ ％ しかお らず 、少 ないよ うに 思われ ます 。し

かし 、実 際、先 生と 話 をする 機会 があ り、就 労状 況を伺 った とこ

ろ、 ふだ ん授業 の準 備 は家で する こと が多く 、１ ０時く らい まで

仕事 をし ており 、土 日 も休み はな いと お聞き いた しまし た。 また、

教職 員組 合に伺 った と ころ、 中に は帰 宅後休 んで から夜 中に 起き



てか ら仕 事をさ れた り 、早く 起き 、早 朝に仕 事を される 方も おり、

勤怠 管理 システ ムの み を使っ ての 正確 な持ち 帰り 仕事の 時間 の把

握は難しいのではないかとのことでした。

島 根県 では、 県内 の 公立学 校の 教職 員 1,０ ０ ０ 人 余 り を 対 象 に

行 っ た 働 き 方 に 関 す る 調査の 結果 にお いて、 島根 県内の 公立 学校

で今 年度 業務を 自宅 に 持ち帰 った 教職 員の割 合は ４６％ に上 るこ

とが 分か りまし た。 昨 年度に 比べ て 7.５ ％ 減 っ た も の の 、 依 然 半

数 近 く に 上 っ て いま す 。持ち 帰り 仕事 の時間 は、 月の平 均で 小学

校で １ 2.１ 時 間 、 中 学 校 で １ 0.３ 時 間 、 高 校 で 9.３ 時 間 、 特 別 支

援 学 校 で 9.４ 時 間 と な っ て お り 、 小 学 校 が 一 番 多 い状況 とな って

いま す。 持ち帰 り仕 事 の内容 は、 授業 の準備 が７ 4.５ ％ と 最 も 多

く 、 次 い で 授 業 の 整 理 、 評価 が２ 3.８ ％ 、 年 間 行 事 の 計 画 や 運 営

などの校務分掌が１ 7.９％となっています。

米 子 市 に お き ま し て も、今 後、 教職 員に対 する 働き方 に関 する

調査 を行 い、現 状と 課 題を把 握す る中 で、業 務の 効率化 と改 善に

取り組んでいただきますよう要望いたします。

次 に、 ＢＰＲ の取 組 状況に つい てお 聞きい たし ます。 ＢＰ Ｒと

は、 既存 の業務 プロ セ スを根 本的 に見 直し、 再設 計する こと で業

務の 効率 化や質 の向 上 を目指 す取 組で すが、 本市 の教育 現場 にお

けるＢＰＲの取組状況についてお聞きいたします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 ＢＰ Ｒ の取組 状況 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

ＢＰ Ｒは 、議員 のほ う から御 紹介 いた だきま した けども 、民 間企

業の 働き 方改革 で用 い られる 手法 とい うふう に認 識をし てお りま

す。 この 手法を 学校 現 場に適 用す るこ とによ りま して、 教育 現場



にお ける 業務実 態を 把 握し、 効率 化の 余地を 探っ たり、 今後 の改

善に 向け たプラ ンを 構 築した りす るこ とで、 学校 におけ る働 き方

改革を推進することができるというふうに考えております。

そ の中 で、学 校に お ける代 表的 な取 組を３ つほ ど紹介 させ てい

ただ きま すと、 授業 時 数、あ るい は学 校行事 、そ して職 員会 議等

の見 直し を着手 をし て おりま す。 授業 時間数 につ きまし ては 、文

部科 学省 の調査 で、 全 国で標 準時 間数 を大幅 に上 回って 教育 課程

を編 成実 施して いる 学 校が一 定数 ある という こと が分か りま した。

その 後、 文部科 学省 か らの通 知を 受け まして 、授 業時間 数を 大幅

に上 回っ ている 学校 に 対しま して 、適 正な授 業時 間数に なる よう

に教 育委 員会の ほう か ら指導 をし てお ります 。学 校行事 につ きま

して は、 その目 標を 達 成する ため に必 要な活 動内 容とす るこ とで、

結果 とし て時間 を、 少 しの場 合も あり ますが 、短 縮する こと がで

きて おり ます。 職員 会 議等に つき まし ては、 全職 員で協 議し なけ

れば なら ない内 容だ け にしま して 、そ れ以外 のも のは、 連絡 等が

ある わけ ですけ れど も 、掲示 板等 を活 用しま して 会議時 間の 短縮

をする、こういったことができております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 総 務省 が 策定し た自 治体 ＤＸ推 進計 画では 、自 治体

の重 点取 組事項 とし て 、自治 体の 情報 システ ムの 標準化 、共 通化、

自治 体の 行政手 続の オ ンライ ン化 、そ の他の 施策 として 、書 面、

押印 、対 面業務 等の 見 直しを 前提 とし たＢＰ Ｒの 取組の 徹底 が上

げら れて います 。私 自 身、こ れは 教育 現場に おい ても同 様で あり、

組織 が抱 える課 題や 弱 点を全 体を 通し て改善 を進 めるた めに は、

ＢＰ Ｒの 作成が 必要 と 考えま す。 今後 もＤＸ の推 進を進 める 中で、



現場 の状 況と課 題を 把 握しな がら 、Ｉ ＣＴを 活用 した校 務の 効率

化、 オン ライン 教材 の 活用、 調査 票等 のデジ タル 化、教 員の 業務

内容 等の 見直し を行 い 、ＢＰ Ｒの 作成 に取り 組ん でいた だき 、さ

らな る業 務の効 率化 、 教育の 質の 向上 に努め てい ただき ます よう、

要望いたします。

次 に、 ２点目 、教 育 機関に おけ る人 手不足 の現 状と対 策に つい

て伺 いま す。全 日本 教 員組合 が行 った 調査で は、 回答の あっ た３

４都 道府 県と１ １政 令 市にお いて 、病 気休職 や産 休、育 休な どに

よっ て欠 員が生 じる 教 員不足 が昨 年１ ０月時 点で 4,７ １ ４ 人 に 上

り 、 ２ ０ １ ６ 年 に 調 査 開 始以 降、 過去 最多と なっ ていま す。 理由

を見 ます と、産 休、 育 休の代 替者 がい ない、 定数 を確保 でき ない、

病気 休職 の代替 者が い ないと なっ てい ました 。そ こで、 本市 にお

ける教職員の人手不足の現状についてお聞かせください。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 教 職員 の人手 不足 の現状 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、県 費負 担教 職員の 配置 につき まし ては、

鳥取 県教 育委員 会が 行 うこと では ござ います が、 本市に おき まし

ても 昨今 の教師 不足 に よりま して 、産 前産後 休暇 、育児 休業 、病

気休 暇等 に係る 代員 が 未配置 の学 校が ござい ます 。令和 ７年 ２月

１日 時点 では、 本市 で は小学 校が ９名 、中学 校５ 名が未 配置 とな

っているところでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 職 業は 違 います が、 私の 妻の場 合、 毎朝７ 時前 に家

を出 て、 いつも 帰っ て くるの は２ ０時 から２ １時 以降で 、子 ども

が小 さい 頃、な ぜ遅 い のかと 聞く と、 同僚職 員に 休みが 多い から



だそ うで 、ほと んど 全 員がそ ろう こと はない そう です。 官民 を問

わず 、ど の職場 でも そ うだと 思い ます が、関 わる 団員が いな い状

況で 、現 場では 休ん で おられ る方 々の 仕事を カバ ーする ため に限

られた人員の中で対応に当たられておられます。

教 育現 場にお いて も 同様で あり 、人 手不足 の影 響は、 教職 員だ

けで なく 、担任 が不 在 であり 、他 の教 員が交 代で 対応し てい るた

め、 子ど もが落 ち着 か ない。 生徒 に目 が行き 届か ず、け んか 、け

がな どの トラブ ルに 対 応でき ない など 、授業 や子 どもた ちへ の影

響を 懸念 する声 が上 が ってい ます 。そ こで、 本市 におけ る人 手不

足への対応についてお聞かせください。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 人手 不 足への 対応 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

先ほ ど事 務局長 のほ う も答弁 いた しま したが 、こ の県費 負担 教職

員の 任用 、配置 につ き まして は、 これ は県教 育委 員会が 行う こと

では ござ います けれ ど も、我 々も 困っ ており ます ので、 本市 とし

ても 人手 不足を 解消 す るため に、 退職 された 方と か免許 をお 持ち

の方、この声かけを続けておるとこでございます。

次 に、 人がい なく て も、そ の人 手不 足をど う補 うかと いう こと

で幾 つか お話を させ て いただ きた いと 思いま す。 学校現 場に おき

まし ては 、基本 的に 主 幹教諭 、あ るい は教務 主任 など、 学級 担任

以外 が受 け持っ てそ の 授業を 持っ てる わけで すが 、その 時間 数を

増や すこ とで対 応を し ており ます 。ま た、小 学校 では、 一人 一人

の教 職員 の専門 性を 生 かすた めに 、同 じ教科 の授 業を複 数の 学級

で行 う教 科担任 制を 行 ってい る学 校も ござい ます が、こ れは その

教員 のよ さを生 かす と いうこ とで ある んです けれ ども、 結果 とし



まし て教 材研究 です と か授業 の準 備に かかる 時間 を減ら すこ とが

でき てお りまし て、 こ れらは 教職 員の 負担軽 減に 少しつ なが って

いるのではないかと思っております。

ま た、 コミュ ニテ ィ ・スク ール の活 動も盛 んに 行って おり ます

が、 例え ば小学 校で は 地域の 方々 に掛 け算九 九や 音読を 聞い てい

ただ いた り、家 庭科 の 裁縫や ミシ ンの 指導を 手伝 ってい ただ いた

りし てお ります 。ま た 、中学 校で は駅 伝の練 習な どを手 伝っ てい

ただ いて いる、 そう い った学 校も ござ います 。こ れらの 取組 は子

ども たち の教育 活動 を 充実さ せる とい う思い で学 校と地 域が 一緒

にな って 取り組 んで い ること では ござ います が、 一方で は人 手不

足に悩む学校の大きな助けともなっております。

こ のよ うな取 組を 行 ってい ると ころ ではご ざい ますが 、人 手不

足は 本市 として も大 変 大きな 危機 感を 持って おり まして 、引 き続

き県 にも 要望し てま い ります し、 我々 もでき るこ とをし っか りと

やっていきたいというふうに考えております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 本 市の 教 育現場 にお きま しても 、創 意工夫 と地 域の

方々 の協 力など 、学 校 と地域 が連 携し て、人 手不 足の解 消及 び人

手不 足に 伴う教 師の 負 担軽減 に努 めて いただ いて いるこ とが 分か

りま した 。そん な中 で 、私自 身、 人手 不足対 策に おいて 、人 にし

かで きな い業務 にお い ては人 的資 源を 集中さ せる ととも に、 教員

負担 の軽 減や教 育サ ー ビスの 向上 にお いては 、Ｇ ＩＧＡ スク ール

構想におけるＤＸ化の推進との同時進行が必要と考えています。

そ こで 、次に 、本 市 におけ るＧ ＩＧ Ａスク ール 構想に おけ るＤ

Ｘ化 の推 進状況 につ い てお聞 きい たし ます。 ＧＩ ＧＡス クー ル構



想は 、１ 人１台 端末 と 高速通 信ネ ット ワーク の整 備を基 盤と して、

教育 現場 のＤＸ 化を 推 進する もの です 。この 構想 を最大 限に 活用

する こと は、教 職員 の 職務の 効率 化及 び人手 不足 対策に おい て重

要な 役割 を果た すと 考 えます 。そ こで 、本市 のＧ ＩＧＡ スク ール

構想 にお けるＤ Ｘ化 の 進捗状 況と 課題 の分析 につ いてお 聞き いた

します。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 ＤＸ 化 の進捗 状況 と課 題につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 鳥取県 にお き まして は、 国の ＧＩＧ Ａス クール 構想 が出

され る以 前の平 成３ ０ 年に県 内の 全公 立学校 に校 務支援 シス テム

を導 入を いたし まし た 。これ によ りま して、 事務 の標準 化や 効率

化が 図ら れまし て、 指 導要録 や通 知表 のデジ タル 化が行 われ るよ

うになっております。

米 子市 内の学 校で す けれど も、 近年 校務支 援シ ステム の掲 示板

を利 用し て連絡 会の 回 数を減 らし たり 、職員 会議 等のペ ーパ ーレ

ス化 を図 ったり 、児 童 生徒や 保護 者向 けのア ンケ ート調 査、 ある

いは 欠席 連絡な どを デ ジタル 化し たり する取 組が 行われ てお りま

す。 また 、本市 では 、 令和５ 年度 に中 学校に おき まして 自動 採点

シス テム を導入 して お ります 。こ れに よりま して 、採点 業務 にか

かる 時間 が短縮 が図 ら れてお りま すし 、それ から 、試験 結果 を分

析し て、 次回の テス ト の作成 に生 かす などの 取組 が行わ れて おり

ます。

今 後、 推進し てい く ために は、 いろ いろな シス テム、 次々 出て

まい りま すので 、こ の 新しい シス テム に迅速 に対 応でき るＩ ＣＴ

スキ ルを 身につ ける こ とです とか 、そ れから 非常 に情報 の取 扱い



が多 くな ってお りま す ので、 適切 な情 報の取 扱い を全教 職員 がし

っか り身 につけ るこ と 、こう いっ たこ とが課 題だ という ふう に考

えております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 本 市に お きまし ても 、Ｇ ＩＧＡ スク ール構 想に おけ

るＤ Ｘ化 に取り 組ん で おられ 、私 もい つも携 帯に 送られ てく る小

学校 の校 長先生 から の 校長だ より を楽 しみに して おりま す。 今後

もＤ Ｘ化 を進め 、さ ら なる業 務の 効率 化と負 担の 軽減に 努め てい

ただ きた いと思 いま す が、そ の反 面、 おっし ゃる とおり 、Ｉ ＣＴ

を活 用し た授業 の学 習 活動の 実施 状況 には、 教員 のＩＣ Ｔス キル

や意 識、 学校の 環境 に よって 差が ある ように 思い ます。 他市 では、

ＩＣ Ｔを 効果的 に教 育 活動に 活用 する ために も、 ＩＣＴ 支援 員を

配置 し、 教員の サポ ー ト体制 を整 える ととも に、 教職員 の情 報セ

キュ リテ ィー意 識を 高 める取 組を され ていま す。 米子市 にお きま

して も、 ＩＣＴ 支援 員 を配置 し、 業務 改善を 推進 してい ただ きま

すよう、要望いたします。

次に、２点目、フッ化物洗口について伺います。

現 在、 国は８ ０歳 に なって も自 分の 歯を２ ０本 以上保 って おこ

うと いう 目標を 掲げ 、 ８０２ ０の 実現 に向け て取 り組ん でお り、

フッ 化物 による 洗口 や 塗布に よる 虫歯 の抑制 は一 定の効 果が ある

と認 めら れてい ます 。 特に乳 歯や 生え たばか りの 永久歯 は虫 歯に

なり やす いため 、フ ッ 化物洗 口を 行う ことに よっ て虫歯 の発 生を

効果 的に 抑制す るこ と ができ るこ とか ら、全 国に おきま して も多

くの 小学 校にお いて フ ッ化物 洗口 が行 われて おり 、本市 にお きま

して も、 令和６ 年度 の 末には 市内 の全 小学校 にお いてフ ッ化 物洗



口が行われます。

先 日、 ある先 生か ら 実施者 であ る現 場の声 を聞 いてほ しい との

こと で、 その先 生と 教 職員組 合の 方々 から話 を伺 ってき まし た。

私自 身御 意見を お聞 き する中 で、 現時 点にお いて 必要な のは 、市

長も 以前 おっし ゃい ま したが 、子 ども の歯の 健康 を第一 に考 え、

全て の子 どもた ちが 必 要な口 腔ケ アが 受けら れる よう、 教育 委員

会と 教職 員、双 方の 意 思統一 を図 ると ともに 、実 施して いく 上で

よりよい実施方法の再検討が必要ではないかと思いました。

そ して 、そう いう 考 えから 、以 下の ３点、 フッ 化物洗 口の 実施

状況 と効 果の検 証に つ いて、 実施 方法 の再検 討に ついて 、問 題発

生時 にお ける市 の対 応 と責任 の取 り方 につい てお 聞きい たし ます。

まず １点 目、フ ッ化 物 洗口の 実施 状況 と効果 検証 につい て伺 いま

す。 令和 ６年１ ２月 議 会で、 土光 議員 もおっ しゃ いまし たが 、私

も教 職員 のフッ 化物 洗 口事業 を進 めて いくに は先 生方の 理解 と納

得が不可欠だと思います。

鹿 児島 県内で は、 ４ つの自 治体 、さ つま町 、薩 摩川内 市、 霧島

市、 鹿屋 市では 、教 育 委員会 が連 携し 、フッ 化物 洗口推 進ガ イド

ブッ クを 作って おり 、 実施ま での フロ ーチャ ート におい ては 、実

施す る前 に教職 員及 び 保護者 の理 解が 載せら れて います 。本 市に

おき まし ては、 既に 実 施され てお り、 実施前 には 教職員 、保 護者、

児童 に対 し説明 会を 行 い、理 解は 得ら れてい ると の見解 かも しれ

ませ んが 、教職 員の 方 々が中 止を 求め られて いる 現状を 考え ます

と、 説明 は受け たが 十 分な理 解と 納得 が得ら れぬ まま実 施し てい

る状 況と なって いる の ではな いか と思 います 。そ して、 私自 身、

教職 員の 方々の 理解 と 納得を 得る には 、フッ 化物 洗口の 実施 状況



と効 果検 証が必 要と 考 えてい ます 。そ こでま ず、 実施状 況と フッ

化物洗口の実施率についてお聞きいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 実 施状 況、そ れか ら実施 率に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。ま ず、 実施 状況に つき まして です が、

小学 校に おけま すフ ッ 化物洗 口は 、令 和元年 度か らモデ ル校 ２校

で県 事業 として 行い ま して、 コロ ナ禍 での中 断を 経まし て、 令和

５年度から本格的に実施しているところでございます。

実 施方 法とい たし ま しては 、ま ず県 の事業 とし て１年 間実 施し、

その 後、 市の事 業と し て行う もの でご ざいま して 、令和 ５年 度は

県事 業と して９ 校、 市 事業と して ３校 、合計 １２ 校で実 施し たと

ころ でご ざいま す。 ま た、令 和６ 年度 は、県 事業 として １１ 校、

市事 業と して１ ２校 、 合計で 市内 全て の小学 校で ござい ます ２３

校で実施しているところでございます。

そ れか ら、続 きま し て、実 施率 につ いてで ござ います けれ ども、

市内 全小 学校２ ３校 の 全校児 童に おけ ます実 施割 合は、 令和 ７年

２月末時点で７ 3.５％となってございます。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○ 大 下 議 員 全 校 の 実 施 児 童 数 の 割 合 は 、 約 ７ 3.５ ％ で 、 ２ 6.

５ ％ の 児 童 が 実 施 し て い な い と の こ と でした が、 フッ化 物洗 口を

希望 しな い理由 の分 析 と実施 して ない 子ども に対 する対 応に つい

て伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 フ ッ化 物洗口 を希 望しな い理 由、

それ から そうい った 子 どもた ちに 対す る対応 につ いての お尋 ねで



ござ いま すが、 まず 、 フッ化 物洗 口を 希望し ない 理由で 最も 多い

のは 、歯 科医院 で定 期 的にフ ッ化 物塗 布を行 って いるた めで ござ

いま す。 ただ、 フッ 化 物塗布 とフ ッ化 物洗口 を併 用する こと で虫

歯予 防効 果が高 まる わ けでご ざい ます けれど も、 認識不 足等 から

希望 され ていな いも の と考え られ ます 。その ため 、虫歯 予防 効果

につ いて さらな る情 報 発信を 行う 予定 として いる ところ でご ざい

ます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 お っし ゃ るとお り、 保護 者さん の中 には、 フッ 化物

塗布 だけ でよく 、フ ッ 化物洗 口ま でし なくて もよ いと考 えら れる

方が おら れても おか し くない と思 いま す。さ らな る情報 発信 に取

り組んでいただきますよう、要望いたします。

次 に、 フッ化 物洗 口 による 虫歯 予防 効果の 検証 につい て伺 いま

す。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 フ ッ化 物洗口 によ る虫歯 予防 効果

の検 証に ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、現 在、 小学校 でフ ッ化

物洗 口を 週１回 法を 基 本に令 和５ 年度 の途中 、具 体的に は令 和６

年１ 月か ら実施 して お ります が、 年度 途中か らの 開始と いう こと、

それ から 学校の 事情 に よりま して 週１ 回の実 施が できて ない 学校

もご ざい ました こと か ら、現 段階 では データ の収 集が十 分で ない

状況 でご ざいま す。 こ のため 、検 証に つきま して は、こ れか らの

実施 回数 や状況 、そ れ から歯 科健 診等 の結果 を踏 まえて 行う こと

としているところでございます。以上です。

○岡田議長 大下議員。



○大 下議 員 検 証に つ いては 、こ れか らだと いう ことで した が、

鹿児 島県 鹿屋市 教育 委 員会に 確認 した ところ 、フ ッ化物 洗口 を始

めた 令和 ２年に おい て は、虫 歯の ない 生徒は 小学 校で５ ２％ 、中

学校 で６ ４％で あっ た のに対 し、 小学 校１年 生と 中学校 １年 生の

学年 しか 実施し てい な いもの の、 令和 ７年に は小 中とも に７ ０％

以上 とな り、先 生方 も 効果を 実感 され ており 、現 場から の反 対や

不満 の声 は届い てい な いとの こと でし た。本 市に おけま して も、

今後 効果 検証を 行い 、 結果を 公表 する ことで フッ 化物洗 口の 効果

を現 場の 教職員 の方 々 にも実 感し て理 解を進 めて いただ きま すよ

う、要望いたします。

次 に、 市内に おい て 、家庭 での 口腔 ケアが でき ない児 童、 例え

ば虫 歯が １０本 以上 あ る等、 口腔 崩壊 の児童 の割 合及び そう いっ

た児童のフッ化物洗口の希望状況についてお聞きいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 家 庭で の口腔 ケア ができ ない 児童、

割合 です とか、 そう い った事 情の 状況 につい ての お尋ね でご ざい

ます が、 家庭で の口 腔 ケアが でき ない 児童に つき まして は、 その

割合 です とかフ ッ化 物 洗口の 希望 状況 といっ たよ うなこ とま では

把握 はし ており ませ ん が、学 校で の歯 科健診 や歯 科医院 など から

情報 提供 された 口腔 内 の状態 が悪 い児 童につ きま しては 、そ の原

因と して 貧困で すと か ネグレ クト など の可能 性が ござい ます ので、

関係 課と 連携を 取り な がら個 別に 対応 してい ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 以 前、 市 長もお っし ゃい ました が、 極端に 虫歯 が多



い児 童の 中には 、家 庭 でしっ かり ブラ ッシン グな り歯磨 き指 導と

いう もの がなさ れて い ない可 能性 が高 い児童 であ り、私 自身 もそ

うい った 子ども たち に とって 最後 のと りでと して 学校で のケ アも

必要 だと 考えて いま す 。であ るな らば 、教職 員の 理解と 納得 を得

るた めに も、フ ッ化 物 洗口を 実施 して 終わり では なく、 どの 児童

が口 腔ケ アが必 要と す るかに つい ては 、毎年 の健 康診断 で学 校側

が把 握さ れてい ると の ことで すの で、 学校側 と協 力しな がら 本当

に必 要な 児童が フッ 化 物洗口 を受 けて いるの か確 認を行 い、 必要

な児 童に ケアが 行き 届 くよう にし てい ただき ます よう、 要望 いた

します。

次 に、 フッ化 物洗 口 後の家 庭内 にお けるブ ラッ シング の実 施状

況に関する分析調査について伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 フ ッ化 物洗口 後の 家庭に おき ます

ブラ ッシ ングの 実施 状 況につ いて の分 析、調 査に ついて のお 尋ね

でご ざい ますが 、ま ず 、家庭 内で のブ ラッシ ング 状況を 把握 する

こと はか なり難 しい と いう具 合に 考え ており ます が、し かし なが

ら、 現在 実施し てお り ますむ し歯 予防 コンプ リー ト作戦 事業 、こ

れ学 校で のフッ 化物 洗 口とブ ラッ シン グ指導 、こ れ併せ て充 実を

図る とい うこと で、 子 どもた ちの 歯と 口腔の 健康 づくり を推 進す

るというものでございます。

こ のよ うな事 業の 趣 旨から 、い ずれ にいた しま しても 、子 ども

たち に正 しいブ ラッ シ ング方 法が 定着 し、家 庭内 でも継 続し てブ

ラッ シン グを行 い、 フ ッ化物 洗口 を併 せて取 り入 れるこ とで 虫歯

予防 効果 を高め てい く よう、 推進 して まいり たい と考え てお りま



す。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員

磨き が十 分でな けれ ば フッ化 物の 効果 も限定 的と なりま す。 フッ

化物 洗口 におけ る実 施 状況の 把握 だけ でなく 、実 施後の 情報 分析

とブ ラッ シング や栄 養 指導も あっ ての 口腔ケ アと 考えま すの で、

対応をよろしくお願いいたします。

鹿 児島 県鹿屋 市の 例 でも述 べま した が、教 育現 場にお ける フッ

化物 洗口 は子ど もの 虫 歯予防 によ る効 果が示 され ており 、教 育委

員会 と現 場の職 員の 方 々が子 ども の歯 の健康 を第 一に考 え取 り組

んで おら れます 。本 市 におき まし ても 、フッ 化物 洗口の 実施 状況

と効 果検 証に取 り組 む 中で、 教職 員の 理解と 納得 を得な がら 、関

係者 が同 じ目的 に向 か って取 り組 んで いただ ける 体制づ くり を行

っていただきますよう、要望いたします。

次 に、 ２点目 、実 施 方法の 再検 討に ついて 伺い ます。 質問 １項

目１ 点目 の教職 員の 休 職対策 につ いて もお聞 きい たしま した が、

現在 、教 育現場 では 日 々の激 務に 加え 、出産 と育 児休暇 、体 調不

良に よる 病休な どを 取 られて いる 職員 の増加 によ り、人 手不 足が

深刻 であ り、そ のよ う な状況 下に おけ るフッ 化物 洗口の 実施 は教

員にとっての精神的負担が大きいとの声が上がっています。

な らば 、学校 でな く 、各家 庭で はど うかと 思い 、平成 ２９ 年度

より フッ 化物洗 口を 希 望する 保護 者が 薬局に おい て薬を 購入 し、

家庭 にお いて希 釈を 行 い実施 して いた だく体 制を 取って いる 伯耆

町に 現状 を伺い まし た が、対 象者 ７８ ９名の 保護 者に対 し、 希望

を伺 った ところ 、１ ５ ％の１ ２１ 名が 希望さ れた ものの 、実 施さ



れた のは 、実際 は４ ２ 名で、 全体 の５ ％ほど しか おらず 、お 勧め

でき ない とのこ とで し た。そ う考 えま すと、 やは り最後 のと りで

とし て学 校での 実施 が 望まし いと 考え ますが 、今 のやり 方で は先

生方 の負 担が大 きく 、 私自身 、実 施方 法の再 検討 が必要 では ない

かと 思い ます。 そこ で 、まず 教育 現場 で実施 する 必要に つい て確

認させてください。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 フ ッ化 物洗口 を教 育現場 で実 施す

る必 要性 につい ての お 尋ねで ござ いま すが、 フッ 化物洗 口は 乳歯

から 永久 歯に生 え替 わ る時期 に行 うこ とで虫 歯の 予防に 非常 に効

果が ござ います 。フ ッ 化物洗 口、 小学 校で集 団実 施する こと は、

適齢 期の 児童に 対し ま して長 期継 続的 に実施 でき ること 、そ して

家庭 での サポー トが 受 けにく い児 童や 虫歯リ スク の高い 児童 であ

って も虫 歯予防 に取 り 組むこ とが でき ますこ とか ら、学 校で の集

団実施を行う必要が高いという具合に考えております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 小 学校 は 児童の 通う 場で あり、 適齢 期の児 童に 対し、

長期 継続 的に実 施で き ること から 、学 校で集 団実 施をし てい るこ

とを確認させていただきました。

次に、現場の教職員からの反応について伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 現 場の 教職員 から の反応 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、教 職員 組合 から実 施を 見合わ せて はど

うか との 要望を いた だ いてお りま して 、昨年 度は 市長と の意 見交

換も 実施 させて いた だ きまし た。 教育 現場で フッ 化物洗 口を 実施



する こと に理解 を得 ら れるよ うに 職員 説明会 を開 催する など 、現

在実施に向けて取り組んでいるところでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 フ ッ化 物 洗口は 、教 育委 員会が 主体 で担当 し、 でき

るだ け現 場の教 職員 に 負担が かか らな いよう 配慮 しなが ら実 施し

てい ると のこと です が 、具体 的に どの ような 配慮 を行っ てい るの

か伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 教 職員 の負担 軽減 に向け て、 具体

的に どの ような 作業 、 配慮を 行っ てい るかと いう お尋ね でご ざい

ます が、 これに つき ま しては 各学 校の 現状に 合わ せまし て実 施い

たし ます 曜日で すと か 時間を 決め てお りまし て、 フッ化 物洗 口の

実施 希望 児童の 集約 で すとか 洗口 液の 調製、 それ から学 級ご との

ボト ル詰 め、消 耗品 等 の準備 、学 校へ の配付 回収 など、 これ らの

作業 を全 て教育 委員 会 の事務 局で 行っ てると ころ でござ いま す。

なお 、実 施希望 児童 へ の洗口 液の 配付 とうが い、 これは 教室 での

作業 です けど、 あと 見 守り、 こう いっ たこと につ きまし ては 学校

にお願いしているところでございます。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 実 施希 望 児童へ の洗 口液 の配付 、う がい時 の見 守り

など を学 校にお 願い し ている との こと でした が、 教職員 の方 の多

くが それ らの作 業に 対 し負担 と感 じて おられ るよ うです 。負 担と

感じ る作 業に関 し、 教 職員の 聞き 取り は行っ てい るのか 伺い ます。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 教 職員 からの 聞き 取りに つい ての



お尋 ねで ござい ます が 、そう いっ た負 担感に つき まして は、 教職

員組 合か らの要 望で 御 意見を いた だい ている とこ ろでご ざい ます。

この ため 、実施 前に 学 校と入 念に 打合 せを行 いま して、 でき るだ

け現 場の 教職員 に負 担 かから ない よう 、実施 方法 や物品 の準 備な

ど、 教育 委員会 事務 局 での準 備作 業、 これを 各学 校の現 状に 合わ

せて対応しているところでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 フ ッ化 物 洗口を 開始 して から１ 年た つ学校 もあ りま

すが 、実 施後の 児童 、 保護者 、教 師に 対する アン ケート の実 施状

況について伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 実 施後 のアン ケー トにつ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 このア ンケ ート につき まし ては、 今年 度末、

保護者に対して行うことを予定しております。以上です。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 保 護者 に 対して でも です が、現 場で は課題 や問 題だ

けで なく 、こう いう ふ うにや ると やり やすか った 、もし くは やり

やす いの では等 の新 た な気づ きや 提案 も上が って いると お聞 きし

てい ます 。引き 続き そ ういっ た声 を集 め、市 内で 共有し なが ら、

教職 員の 負担軽 減だ け でなく 、実 施方 法の改 善に 努めて いた だき

ますよう、お願いいたします。

次 に、 実施方 法の 見 直しに つい て伺 います 。私 自身、 負担 感を

軽減 する には、 教育 委 員会、 教職 員だ けでな く、 保護者 や地 域の

方々 にも 協力し てい た だいて はど うか と思い ます 。協力 して いた

だく こと でフッ 化物 洗 口の実 施状 況と 重要性 を認 識して いた だく



だけ でな く、他 の保 護 者や地 域へ の啓 発にも つな がって いく と思

われます。

ま ずは できる 範囲 で ＰＴＡ 活動 にお ける朝 の読 み聞か せの 後、

保護 者の 方々に 先生 と 一緒に 児童 のフ ッ化物 洗口 の見守 りを して

いた だい たり、 昼休 憩 等に行 う際 は、 コミュ ニテ ィ・ス クー ルや

地域 ボラ ンティ アの 方 々への 協力 を要 請する など して、 実施 体制

の見直しを行ってはどうかと考えますが、見解を伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 実 施体 制見直 しに ついて とい うこ

とで ござ います が、 議 員御提 案い ただ きまし た地 域や保 護者 の方

との 連携 といっ たよ う なこと でご ざい ますけ れど も、こ うい った

実施 体制 の見直 しに 関 する提 案に つき まして は、 各学校 の実 情な

どを 踏ま えなが ら、 必 要に応 じて 取り 組んで まい りたい と考 えて

おります。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 こ れは 質 問項目 １項 目の 教職員 の休 職への 対応 策に

おい ても 述べま した が 、現在 、教 育現 場だけ でな く、ど の部 署に

おい ても 人手不 足は 深 刻であ り、 多く の方が 大き な負担 感を 感じ

なが ら働 いてお られ る と思い ます 。私 自身、 それ ぞれの 負担 を軽

減す るに は、関 係者 同 士で共 通の 認識 を持ち 、同 じ方向 を向 く中

で今 の現 状と課 題を 把 握し、 それ ぞれ の役割 分担 をしな がら 進め

てい く体 制をつ くる 必 要があ るの では ないか と思 います ので 、対

応をよろしくお願いいたします。

次 に、 ３点目 、問 題 発生時 にお ける 市の対 応と 責任の 取り 方に

つい てお 聞きい たし ま す。ま ず、 実施 校にお ける 誤飲や 副作 用な



どの問題や課題の発生状況について伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 フ ッ化 物洗口 実施 におけ ます 誤飲

です とか 副作用 など に ついて のお 尋ね でござ いま すが、 フッ 化物

洗口 の開 始直後 、こ れ は各学 校で 間違 って飲 んで しまっ たと いう

児童 が若 干名い ると 報 告を受 けて おり ますけ れど も、フ ッ化 物洗

口液 は仮 に児童 １人 分 全量全 て飲 み込 んでも 安全 な量に 調製 され

てい ると ころで ござ い ます。 また 、飲 み込ん でし まった 後に 副作

用が あっ たとい うこ と は今ま でご ざい ません 。い ずれに いた しま

して も、 急性症 状が 出 た場合 の対 応策 はマニ ュア ル化し てお りま

して、職員説明会などで説明をしているところでございます。

さ らに 、実施 前に 児 童説明 会の 中で 、児童 に対 しては 水で うが

いの 練習 を行っ てお り まして 、う がい が上手 にで きてな い児 童に

対し ては 家での 練習 も 促すと とも に、 誤飲を 防ぐ 説明も 行っ てい

るところでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 こ れま で 誤飲や 副作 用な どの問 題が 発生し たと の報

告も なく 、万が 一に 備 えての 対応 もマ ニュア ル化 してお り、 児童

に対 して も家庭 等で の 練習を 実施 する ことで 万全 の体制 を取 られ

てい ると のこと でし た が、誤 配付 や誤 飲、ヒ ヤリ ハット も含 めて

全て 市に 報告が 上が り 、市が 迅速 な対 応や改 善策 が提示 でき るよ

うな 危機 管理体 制に つ いては どう なっ ている のか 、お聞 かせ くだ

さい。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 危 機管 理への 対応 につい ての お尋



ねで ござ います が、 フ ッ化物 洗口 実施 手順マ ニュ アルと いう のを

作成 して おりま して 、 そのマ ニュ アル に沿っ て実 施をし てい ると

ころ でご ざいま す。 ま た、教 職員 に対 しまし ては 、職員 説明 会で

マニ ュア ルを配 付し ま して、 危機 管理 の対応 につ いて説 明を 行っ

ているところでございます。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 先 生方 の 多くは 、何 かが 起こっ た際 の児童 への 対応

もで すが 、何か が起 こ った際 の責 任の 所在が 明ら かにな って おら

ず、 市と しての 対応 が 示され てい ない ことに 不安 の声が 上が って

いま す。 マニュ アル を 拝見し ます と、 具体的 に個 々の問 題が 発生

した 際、 最後は 校長 先 生また は担 任の 先生か ら保 護者に 状況 報告

とあ り、 市の責 任と 対 応の取 り方 につ いて示 され ておら ず、 具体

的に どう 市が責 任を 持 つのか 示す べき と考え ます が、見 解を 伺い

ます。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 問 題が 発生し た際 の市の 対応 や責

任に つい てのお 尋ね で ござい ます が、 洗口液 を誤 って飲 み込 んで

しま った り、仮 に気 分 が悪く なっ たり などの 事案 につき まし ては、

市が 学校 や鳥取 県歯 科 医師会 から 逐一 報告を 受け まして 、対 応に

つい ても 状況把 握す る ように して おり ます。 これ まで副 作用 の発

生等 はご ざいま せん が 、市の 責任 の下 で行う 事業 として 、児 童の

健康 第一 として 取り 組 み、万 一の 副作 用等が 生じ ること がな いよ

う、実施したいと考えております。

○岡田議長 大下議員。

○大 下議 員 何 らか の 問題が 発生 した 際には 、ま ずは市 が教 師か



ら状 況の 聞き取 りを 行 い、対 処方 法等 を歯科 医師 会とも 確認 した

後、 市の ほうか ら保 護 者さん に報 告す るなど 、先 生方、 市役 所の

役割 分担 を明確 にす る など、 市と して の責任 の所 在を明 らか にし

てい くべ きだと 考え ま すので 、対 応を よろし くお 願いい たし ます。

冒 頭に も述べ まし た が、極 端に 虫歯 の多い 児童 にとっ て、 小学

校に おい てのフ ッ化 物 洗口は 最後 のと りでで あり 、必要 な事 業だ

と思 いま す。今 後も 子 どもの 歯の 健康 を第一 に考 え、全 ての 子ど

もた ちが 必要な 口腔 ケ アが受 けら れる よう、 教育 委員会 と教 職員、

双方 の意 思統一 を図 り ながら 、虫 歯予 防のコ ンプ リート 作戦 事業

を実施していただきますよう要望し、今回の質問を終わります。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午後２時５２分 休憩


